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研究成果の概要（和文）：本研究では、大きな政治変動を経験した2010年代の中東諸国におけるイスラーム主義
運動の思想的・組織的実態の調査・分析を進め、その政治的な影響に関する比較分析および一般化・理論化の枠
組みの構築を目指した。イスラーム主義運動の政治的帰結は、運動自体の変化をめぐる因果推論と、運動が及ぼ
した政治や社会の変化をめぐる因果推論の2つによって分析することができる。しかし、現実には、それぞれの
変化は不可分であり、イスラーム主義運動をめぐる「なに（what）」と、それがもたらす政治現象をめぐる「な
ぜ（why）」の両方の問いを組み込んだ学際的ないしは融合的な分析モデルの適用が重要であることが明らかと
なった。

研究成果の概要（英文）：The aim of this project is to analyze intellectual and organizational 
dynamics of the Islamist movements in the post-Arab Spring Middle East and to establish a new 
analytical framework of their political outcomes through empirical case studies of the Muslim 
Brotherhoods and its offshoots. The project attempted first to explore causes that led to different 
political outcomes of the Islamist movements in the context of "democratization" and "security" and 
then to generalize and conceptualize its causal effects with special reference to social science 
theories such as the social movement theory. As a result, the political outcomes of the Islamist 
movements can be categorized into "organizational changes" and "political and social changes caused 
by them."  However, these two are virtually intertwined; the project concludes that 
interdisciplinary approach based on the two with combination of "what" and "why" questions over the 
Islamist movements. 

研究分野： 中東地域研究、国際政治学、比較政治学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、長年にわたって中東のイスラーム主義運動の研究に努めてきた研究者が協働し、個別事
例のさらなる実態解明を目指すとともに、その比較研究を通して、運動の帰結に関する分析枠組みの構築を試み
た点にある。すなわち、社会運動論（社会学）と比較政治学とのあいだのアポリアを克服するための一視座を提
供することで、従来比重が置かれてきた「社会運動を説明すること」に「社会運動が説明できること」を接続
し、中東政治研究、広くは比較政治学の分野に新たな知見をもたらした。「アラブの春」のような制度外のイン
フォーマルな政治が世界各地で顕在化するなか、社会運動の帰結をめぐる知見は政策的にも重要となる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 イスラーム主義運動が中東政治の趨勢を大きく左右するアクターであることは周知の事実で
あるが、その反面、研究の一般化・理論化が遅々として進んでいないことはたびたび指摘され
てきた。その学術的背景として、相互に関連する次の 3つの問題点が挙げられる。 
 第 1 に、イスラーム主義の実態解明を目指す実証研究が事例とアプローチの両面において細
分化されてきたことである。事例については、中東各国の個別事例の研究にとどまりがちであ
り、他方アプローチについては、歴史学、思想研究、社会運動研究、政治学などの間で架橋的
な研究が十分に行われてこなかった。第 2に、イスラーム主義運動の内実、例えば、歴史、思
想、組織的実態などに関心が集まる反面、運動がもたらす政治的帰結については十分な研究が
なされてこなかったことである。第 3に、政策的・社会的関心とそれに直結した論壇的な言説
が、イスラーム主義運動の研究の「やせ細り」を招いたことである。過去 20年間の状況を見て
も、2001 年の 9.11 事件においては安全保障、2011 年の「アラブの春」においては民主化の文
脈で、「警戒・管理されるべき対象（スポイラー）」としてのみ扱われる傾向が強まった。 
 以上のことを踏まえて、本研究は、長年にわたって中東のイスラーム主義運動の研究に努め
てきた研究者が協働し、個別事例のさらなる実態解明を目指すとともに、その比較研究を通し
て、運動の帰結に関する分析枠組みの構築を試みるものであった。現地語を駆使した原典解析
とフィールド調査を双柱とする地域研究の手法で個別事例を精査すると同時に、「民主化」と「安
全保障」という共通のコンテクストを設定することで比較研究を進め、運動がもたらす政治的
帰結についての一般化・理論化の方向性を探った。この点において、本研究は、長年アポリア
が指摘されてきた社会運動論と比較政治学、および地域研究と比較政治学の架橋を目指すもの
と位置づけられた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、大きな政治変動を経験している 2010 年代の中東諸国におけるイスラーム主義運動

の思想的・組織的実態の調査・分析を進め、その政治的な影響に関する比較分析および一般化・
理論化の枠組みの構築を目指すものであった。具体的には、ムスリム同胞団を中心とするアラ
ブ諸国のイスラーム主義運動について、(1)運動の政治的帰結（民主化、権威主義体制の持続、
内戦）に着目し、その違いを生んだ要因を「民主化」と「安全保障」の 2つのコンテクストを
共有しながら比較検討し、(2)その上で、申請者がこれまで研究に取り組んできた他地域（中南
米と東南アジア）の社会運動の経験や社会運動論・比較政治学の諸理論を参照することで、一
般化・理論化の方向性を追求した。 
 
３．研究の方法 
 中東各国の個別事例を扱う研究分担者 4名と連携研究者 1名は、各事例の対象国で海外共同
研究機関及び共同研究者と現地調査を協働実施した。調査の成果は、「実証研究（個別／比較）」、
「理論研究」、「総括」の 3つのフェイズからなる研究会合の開催サイクルを通じて、メンバー
間で知見の共有と一般化・理論化への着実な前進を確認できる体制をとった。研究期間を 3年
とし、全体を 9ヶ月ごとの 4段階にわけ、各段階で１つのテーマについて比較分析枠組みの検
討を行った。第一段階は、イスラーム主義運動の実態解明、第二段階は、運動の帰結を規定し
た要因の特定、第三段階は、運動の政治的帰結の比較／理論研究、第四段階は、社会運動の帰
結研究の一般化・理論化の追求、であった。3 つのフェイズを 1 サイクルとして 4 段階の螺旋
を上っていく体制を採用した。 
 研究実施国・地域については、中東では、ムスリム同胞団が「民主化」と「安全保障」のコ
ンテクストにおいて大きな影響力を有しているエジプト、ヨルダン、シリア（渡航不可のため
レバノンとトルコ）、クウェート、カタルの 6ヶ国、欧州では、同胞団メンバーが多数亡命して
いる英国・仏とした。 
 
４．研究成果 
 2016 年度は、上記の 4つの段階における第一段階の完了(2016 年 12 月)、および第二段階の
開始(2017 年 1月〜)を行った。研究対象国ごとに、イスラーム主義運動のあり方とそれを取り
巻く政治環境および他のアクターとの関係に関する調査を実施した。その後、中東各国のイス
ラーム主義運動の政治的帰結とその規定要因の特定に着手した。第一段階は、エジプト、ヨル
ダン、シリア、クウェートのムスリム同胞団系組織とレバノンのヒズブッラーの思想と活動の
実証研究であり、それぞれ現地調査と原典解析を二本柱とする個別の調査・分析を行った。そ
の成果は、スロヴェニアでの米国 International Studies Association(ISA)主催の国際学会
(2016 年 6月)、英国中東学会(BRISMES)(同 7月)、上海での中東政治に関する国際会議(同 9月)
を通して国際発信をし、各国の研究者からのフィードバックを得た。第二段階は、中東各国の
イスラーム主義運動の政治的帰結とその規定要因をめぐる比較理論研究であり、その予備的な
フェイズ(研究計画では「総括フェイズ」と名付けられた)として、社会運動論やイスラーム過
激派の専門家をゲストスピーカーとして招聘したシンポジウム(1 月)を開催した。これらの研
究活動を通して、イスラーム主義運動の政治的帰結を(1)運動自体の変化と、(2)運動が政治に
もたらした変化の 2つに分類し、それぞれ個別の因果推論を行うことの重要性が確認された。 
  



2017 年度は、中東各国のイスラーム主義運動の政治的帰結とその規定要因について、比較研
究および一般化・理論化への方向性を定めるための研究とその成果の発信を行った。具体的に
は、4 つの段階からなる 3 年間の研究プロジェクトの第二段階「中東各国のイスラーム主義運
動の政治的帰結とその要因の特定」を完了し(2017 年 9 月)、第三段階「その規定要因について
の比較/理論研究」を開始した(同 10月)。第二段階については、日本比較政治学会(同 6月)に
て末近と吉川が社会運動の政治的帰結に関するパネルに参加(討論者と研究報告者)することで、
また、7 月にキューバのハバナで開催された米国 ISA-GSCIS において末近、横田、吉川がイス
ラーム主義運動を取り巻く環境を国際関係の観点から分析した研究報告を行うことで、国内外
の研究者からのフィードバックを得た。第三段階については、12 月にはゲストスピーカーを招
聘し、一般化・理論化に向けてのワークショップを大分・APU で開催した。なお、追加データ
の充実化および比較研究の事例探求のために、末近、横田、石黒が欧州のムスリム同胞団系組
織の、吉川がヨルダンの IAF の実態に関する現地調査をそれぞれ行った。 
2018 年度は、まず、2018 年 6月末までに、研究計画に記された研究の第三段階である「イス

ラーム主義運動の政治的帰結とその規定要因についての比較／理論研究」を終了した。その上
で、次に、7月から 12月にかけては、最終段階の比較分析枠組みの検討を実施した。この一連
の作業を進めていく上で実施した研究の内容は、次の 3つに集約できる。第 1に、中東以外の
地域での事例との比較による理論化の方向性を示した。具体的には、研究代表者の末近がシン
ガポールの過激派対策センターでの現地調査を行い、「脱過激化」のリハビリテーションの方法
を解析することを通して、人びとがなぜ過激化するのか、その要因を検討した。そして、中東
諸国で行われてきた取り組みとの比較研究を実施し、イスラーム主義運動の過激化／穏健化を
左右する要因を政治体制や社会構成の違いの観点から分類することを試みた。第 2に、中東諸
国におけるムスリム同胞団系の組織の最新動向の調査を実施した。研究分担者の石黒と吉川は、
それぞれカタルとヨルダンにおけるムスリム同胞団系の勢力の現地調査を、横田は欧州に亡命
中のエジプトのムスリム同胞団メンバーへの聞き取り調査を行った。第 3に、これらの地域間
比較と実証研究の取り組みを総合して、中東のイスラーム主義運動の政治的帰結を左右する要
因を浮き彫りにし、それを捉えるための新たな分析枠組みの検討を行った。 
 イスラーム主義運動の政治的帰結は、運動自体の変化をめぐる因果推論と、運動が及ぼした
政治や社会の変化をめぐる因果推論の 2つによって分析することができる。しかし、現実には、
それぞれの変化は不可分であり、イスラーム主義運動の「なに（what）」と、それがもたらす政
治現象をめぐる「なぜ（why）」の両方の問いを組み込んだ学際的ないしは融合的な分析モデル
の適用が重要であることが明らかとなった。 
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